
　皆さまには、平素より大阪厚生信用金庫に格別のご愛顧をいただき、誠にありがとうございます。
　当金庫は、令和4年9月9日に創業100周年を迎えました。
　創業100周年という記念すべき日を迎えられたことは、地域のお客さまからの温かいご支援とご協力の賜
物であると、役職員一同、感謝申し上げます。
　当金庫は引き続き、中小企業への安定的な資金提供や、お取引先企業に対する各種経営支援といった使命
を果たすべく、地域密着型金融の推進に積極的に取り組んでまいります。

　昨年度の世界経済を振り返りますと、ロシアによるウクライナ侵攻の影響で世界的なエネルギー価格・食
料価格の高騰、各国の金融引き締め等による景気後退懸念と経済を取り巻く環境に厳しさが増しました。
　一方、国内経済はコロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつあり、民間需要の緩やかな持ち直しが
見られました。今年度においても物価高による下押しはあるものの、賃金上昇を追い風に回復が続くと思わ
れます。また、令和7年には万博の開催も控えており、関西地域の更なる活性化と地域経済の発展が期待さ
れます。
　このような中、当金庫の業績は、「預金積金残高」は前期比682億円増加の1兆6,504億円、「貸出金残高」
は前期比20億円増加の7,070億円になりました。
　収益面では、本業の収益を示す「コア業務純益」は168億円、「実質業務純益」は121億円、「当期純利益」
は78億円になりました。
　金融機関の健全性を示す指標である自己資本比率は12.19％と引き続き高い経営の健全性を維持しており
ます。

　今年度は、中期経営計画「“夢・愛・熱”経営力日本一の実現」の最終年度であると同時にさらなる成長
への第一歩を踏み出す大事な一年です。「相互扶助」の理念のもと、お客さまと地域社会に貢献するとともに、
質・量の両面において自らも大きく発展する経営を実現することを目指してまいります。そして101年目と
なる今年度は、より一層地域の皆さまの信頼と信用にお応えできるよう、役職員一丸となって努力を重ねて
いく所存でございます。今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

 令和5年7月
会　長　中村　龍男
理事長　大出　重光

【ごあいさつ】
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産業組合法に基づき「大阪厚生信用組合」として大阪市北区木幡町に開業
信用金庫法により「大阪厚生信用金庫」に組織変更
本店を大阪市南区（現中央区）清水町から日本橋に新築移転
大阪市東淀川区に上新庄支店開設
寝屋川支店が店舗新築（リニューアル）、新店舗にて営業開始
大阪府と連携した環境配慮型定期預金「こうせいエコ定期 わかば」の販売開始
天下茶屋支店が大阪市西成区千本南に移転
大阪市北区天神橋に南森町支店開設
大阪市生野区中川に生野支店開設
大淀支店が旧福島支店を統合し、大阪市福島区鷺洲２丁目に新築移転
大阪市西区阿波座に西区支店開設
大阪市城東区関目に関目支店開設
鶴見支店が大阪市鶴見区浜４丁目に移転
大阪市北区梅田 大阪駅前第1ビルに梅田支店開設
大阪市阿倍野区阿倍野筋 あべのルシアスに阿倍野支店開設
西田辺支店が大阪市住吉区万代東１丁目に新築移転
深江支店が大阪市東成区深江北１丁目に新築移転
吹田市豊津町に江坂支店開設
守口南支店を門真支店と名称変更し門真市殿島町に新築移転
針中野支店が大阪市東住吉区湯里２丁目に新築移転
堺市堺区甲斐町東に堺支店開設
大阪市住吉区我孫子に我孫子支店開設
羽曳野支店を藤井寺支店と名称変更し藤井寺市小山に新築移転
大阪市淀川区新北野に十三支店開設
八尾市本町に八尾支店開設
大阪市天王寺区上本町 うえほんまちハイハイタウンに上本町支店開設
四条畷支店が店舗新築（リニューアル）、新店舗にて営業開始
茨木市竹橋町に阪急茨木支店開設
本店を大阪市中央区日本橋から島之内に新築移転
豊中市中桜塚に豊中支店開設
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こうせいのあゆみ

新店紹介

令和5年7月　豊中支店新設オープン
住　　所 大阪府豊中市中桜塚3丁目2番33号
電話番号 06-4866-5410
最寄り駅 阪急宝塚線「岡町駅」徒歩8分

■ ■経営理念 ■ ■

①自己責任の原則の下に、バランスのとれた夢のある堅実経営
を実践する。

②地域金融の使命を自覚し、地域社会の繁栄に貢献する。
③明るく、自由闊達な金庫風土を醸成し、高い倫理観と責任感
をもった職員を養成する。 

　
■ ■当金庫の考え方 ■ ■

　地域金融機関たる信用金庫の本業は、金融という経済の血液
とも言える事業を通じて、地域の経済発展、生活・文化レベル
の向上に寄与することと考えています。その為には、まず自ら
の経営体質を強化し、安定した経営基盤を築く努力が必要です。
そして、地域の住民の皆様や事業者の方に対し、新たな預金・
融資商品の提供等、種々の金融サービスや地域貢献活動により、
地元への還元を図ります。
　私たちは、信用金庫の特性を生かし、当金庫経営理念に基づ
く経営を目指しています。
　
■ ■目指す当金庫の姿 ■ ■

「相互扶助」の理念のもと、お客様と共に地域社会の発展に資す
る「強固な経営基盤を持つ地域金融機関」を目指す。

・商号　　　　　　大阪厚生信用金庫
・本店所在地　　　大阪市中央区島之内１丁目20番19号
・創立　　　　　　1922（大正11）年９月９日
・出資金　　　　　39億8,630万円
・会員数　　　　　9,634名
・店舗数　　　　　29店舗
・常勤役職員数　　596名
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